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イメージ図です。縮尺図ではありません。
細部は、省略してあります。

※

徒
歩
道
順

公
益
財
団
法
人
不
老
会
第
五
十
二
回
献
体
者
顕
彰
式
並
び
に

第
四
十
二
回
御
名
札
納
め
式
を
左
記
の
と
お
り
執
り
行
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
万
障
お
繰
り
合
わ
せ
の
う
え
ご
参
列
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
式
は
、
御
遺
族
の
方
を
中
心
に
営
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、

一
般
会
員
に
対
す
る
通
知
は
本
公
告
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

記　
　
　

日　

時　

令
和
八
年
五
月
八
日（
金
曜
日
）
雨
天
決
行

開　

式　

午
後
一
時
三
十
分
（
午
後
三
時
終
了
予
定
）

会　

場　
「
献
体
の
塔
」
前
広
場

　
　
　
　

名
古
屋
市
千
種
区
平
和
公
園
一
丁
目
四
〇
一
番
地

※
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
献
体
の
塔
」
へ
の
ご
案
内

名
古
屋
駅
よ
り

　

１　

�

市
バ
ス
の
み
ご
利
用
（
約
45
分
か
か
る
が
、
乗
り
換

え
な
し
）

　
　
　

�

名
古
屋
駅
（
⑩
番
の
り
ば
）
猪
高
車
庫
行
き
（
基
幹

２
号
系
統
）
で
「
光
ヶ
丘
」
下
車
。
徒
歩
５
分

　

２　

地
下
鉄
を
ご
利
用
の
場
合
は

　
　

・
名
城
線
「
自
由
ヶ
丘
」
下
車

　
　
　

�

市
バ
ス　

�

星
ヶ
丘
・
猪
高
車
庫
行
き
（
星
丘
11
号
系

統
）
で
「
光
ヶ
丘
」
下
車　

徒
歩
５
分

　
　

・
東
山
線
「
星
ヶ
丘
」
下
車

　
　
　

�

市
バ
ス　

�

地
下
鉄
自
由
ヶ
丘
行
き
（
星
丘
11
号
系
統
）

で
「
平
和
公
園
」
下
車
徒
歩
５
分

第
五
十
二
回 
献
体
者
顕
彰
式
並
び
に

第
四
十
二
回 
御ご
み
ょ
う
さ
つ

名
札
納
め
式
の
ご
案
内

医学・歯学の教育・研究のために献体し、目の不自由な方のために献眼する。― 1 ―
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不
老
会
会
員
の
み
な
さ
ま
、
こ

ん
に
ち
は
。
三
寒
四
温
の
折
、
日

に
よ
っ
て
寒
暖
差
も
大
き
い
時
期

で
す
が
、
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
季
節
の
変
わ
り
目
は

体
調
だ
け
で
な
く
、
お
口
の
中
の

環
境
も
乱
れ
や
す
い
と
言
わ
れ
ま

す
。
私
た
ち
の
口
の
中
に
は
、
数

え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
細
菌
が
住
ん

で
い
ま
す
。
普
段
は
お
と
な
し
い

細
菌
で
す
が
、
条
件
が
そ
ろ
う
と

「
病
気
を
起
こ
す
側
」
に
回
る
細

菌
も
い
ま
す
。
そ
の
代
表
が
虫
歯

と
歯
周
病
で
す
。
ど
ち
ら
も
「
口

の
中
の
細
菌
が
引
き
起
こ
す
病
気
」

で
は
あ
り
ま
す
が
、
実
は
原
因
菌

も
、
傷
つ
く
場
所
も
、
壊
れ
方
も
、

ま
っ
た
く
別
物
で
す
。
今
日
は
そ

の
違
い
を
、
犯
行
手
口
の
違
い
と

し
て
整
理
し
て
み
ま
す
。

虫
歯
は
、
主
に
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス

菌
な
ど
が
関
係
し
ま
す
。
彼
ら
の

大
好
物
は
、
私
た
ち
が
つ
い
口
に

し
て
し
ま
う
糖
分
で
す
。
糖
を
食

べ
た
虫
歯
菌
は
、
そ
の
代
わ
り
に

強
い
酸
を
出
し
ま
す
。
こ
こ
が
重

要
で
、
歯
の
表
面
を
守
る
エ
ナ
メ

ル
質
は
と
て
も
硬
い
の
に
、
実
は

酸
に
弱
い
と
い
う
弱
点
が
あ
り
ま

す
。
酸
に
さ
ら
さ
れ
る
と
、
歯
の

ミ
ネ
ラ
ル
が
少
し
ず
つ
溶
け
出
し
、

や
が
て
穴
が
あ
い
て
し
ま
い
ま
す
。

つ
ま
り
虫
歯
は
、「
菌
が
作
っ
た

酸
で
、
歯
そ
の
も
の
が
化
学
的
に

溶
け
て
い
く
病
気
」
と
言
え
ま
す
。

一
方
、
歯
周
病
は
、
歯
周
病
菌

（
例
え
ば
“
ジ
ン
ジ
パ
イ
ン
”
と
い

う
物
質
を
出
す
菌
）
な
ど
が
関
係

し
ま
す
。
彼
ら
が
狙
う
の
は
歯
そ

の
も
の
で
は
な
く
、
歯
と
歯
ぐ
き

の
す
き
間
（
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
）
で

す
。
そ
こ
に
あ
る
タ
ン
パ
ク
質
や

血
液
成
分
を
栄
養
に
し
て
増
え
て

い
き
ま
す
。
歯
周
病
で
厄
介
な
の

は
、
細
菌
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち

の
体
の
防
衛
反
応
（
炎
症
）
が
関

わ
る
点
で
す
。
歯
と
歯
ぐ
き
の
す

き
間
（
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
）
か
ら
侵

入
し
た
歯
周
病
菌
に
対
し
て
体
は
、

「
侵
入
者
だ
、
攻
撃
せ
よ
！
」
と
免

疫
を
働
か
せ
ま
す
。
こ
の
戦
い
が

長
引
く
と
、
戦
場
で
火
事
が
起
き

続
け
る
よ
う
な
状
態
に
な
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
周
囲
の
組
織
ま
で
巻

き
込
ま
れ
、
歯
を
支
え
る
骨
が
少

し
ず
つ
失
わ
れ
て
い
き
ま
す
。
つ

ま
り
歯
周
病
は
、「
細
菌
と
の
長

い
戦
い
（
炎
症
）
の
結
果
、
歯
を

支
え
る
土
台
が
崩
れ
て
い
く
病
気
」

で
す
。
ま
と
め
る
と
、
ど
ち
ら
も

細
菌
が
関
わ
り
ま
す
が
、
原
因
菌

も
病
気
の
仕
組
み
も
別
な
の
で
、

予
防
や
治
療
も
「
同
じ
口
の
病
気
」

と
し
て
一
括
り
に
は
で
き
ま
せ
ん
。

歯
み
が
き
は
「
汚
れ
を
落
と
す
」

だ
け
で
な
く
、
細
菌
が
悪
さ
を
し

に
く
い
環
境
を
毎
日
つ
く
る
習
慣

で
す
。
加
え
て
、
定
期
的
な
チ
ェ
ッ

ク
（
必
要
に
応
じ
た
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
）
は
、
虫
歯
な
ら
“
早
め
の
小

さ
な
修
理
”
を
、
歯
周
病
な
ら

“
静
か
な
進
行
の
早
期
発
見
”
を

助
け
ま
す
。
毎
日
の
セ
ル
フ
ケ
ア

＋
定
期
チ
ェ
ッ
ク
で
、
お
口
の
平

和
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

医
学
の
お
は
な
し

お
口
の
平
和
を
乱
す
二
つ
の
勢
力

〜
虫
歯
と
歯
周
病
は
、
ど
ち
ら
も
細
菌
が
原
因
で
す
～

　
　
　
　
　
　

 

愛
知
学
院
大
学
歯
学
部

解
剖
学
講
座　

教
授　

山　

本　

将　

仁

私どもは感謝のために献体・献眼する。 ― 2 ―
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愛
知
医
科
大
学
不
老
会
会
員
の
集
い
の
開
催
に
つ
い
て
（
ご
案
内
）

令
和
八
年
度
の
愛
知
医
科
大
学
不
老
会
会
員
の
集
い
を
左
記
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
愛
知
医
科
大
学
に
登
録
さ
れ
て
い
る�

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家
族
、
ご
友
人
等
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
多
数
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

《
日　

時
》　

令
和
八
年
五
月
十
一
日
（
月
）　

午
前
十
時
三
十
分
か
ら
（
受
付　

午
前
十
時
か
ら
）

《
会　

場
》　

覚
王
山
日
泰
寺　

普
門
閣
（
本
堂
左
側
の
建
物
）　
【
住
所
】
名
古
屋
市
千
種
区
法
王
町
一
―
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

［
地
下
鉄
東
山
線
「
覚
王
山
駅
」
下
車
徒
歩
十
分
］

《
講　

演
》　
「
敗
血
症
を
乗
り
越
え
、
自
分
ら
し
い
人
生
を
取
り
戻
す
―
早
期
発
見
と
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
（
集
中
治
療
後
症
候
群
）
へ
の
備
え
―
」

　
　
　
　

 

渡
邉 

栄
三 

教
授
（
愛
知
医
科
大
学
医
学
部
救
急
集
中
治
療
医
学
講
座
）

《
懇
談
会
》　

代
表
学
生
と
の
昼
食

ご
出
席
い
た
だ
け
る
方
は
、
昼
食
等
の
準
備
の
都
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ハ
ガ
キ
に
「
会
員
の
集
い
出
席
」
と
明
記
し
、�

住
所
、
氏
名
、
出
席
人
数
、
会
員
番
号
を
ご
記
入
の
上
、
四
月
二
十
二
日
（
水
）
ま
で
に
左
記
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
は
同
寺
に
お
い
て
、
愛
知
医
科
大
学
解
剖
慰
霊
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
ご
供
養
の
対
象
と
な
る
ご
遺
族
様
に
は
、 

別
途
ご
案
内
差
し
上
げ
ま
す
こ
と
を
併
せ
て
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
送
付
先
〉　

〒
四
八
〇
―
一
一
九
五　
　

�

長
久
手
市
岩
作
雁
又
一
―
一�

愛
知
医
科
大
学　

医
学
部
事
務
部
庶
務
課　

不
老
会
係　

宛
て

（
公
益
財
団
法
人
）
不
老
会　

会
員
各
位			




愛
知
医
科
大
学
医
学
部
長	

　
　

笠
井　

謙
次

							










不
老
会
愛
知
医
科
大
学
部
会
会
長	
　
　

藤
内　

美
也
子

◎
本
案
内
を
も
っ
て
通
知
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

私どもは不老長寿を得るために献体・献眼する。― 3 ―
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「
愛
知
学
院
大
学
不
老
会
員
の
集
い
」
並
び
に
「
解
剖
慰
霊
祭
及
び
返
骨
式
」
開
催
の
ご
案
内

左
記
の
と
お
り
、
令
和
八
年
度
、
会
員
の
集
い
並
び
に
解
剖
慰
霊
祭
及
び
返
骨
式
を
相
営
み
ま
す
。

ご
多
忙
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
万
障
お
繰
り
合
わ
せ
の
上
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家
族
、
知
人
友
人
等
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
多
数
ご
出
席
願
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

会
員
の
集
い

　

講
演
会

　
　

日　

時　

令
和
八
年
六
月
二
十
六
日
（
金
）
午
前
十
時
半
よ
り
（
受
付　

午
前
十
時
よ
り
）

　
　

会　

場　

一
一
〇
周
年
記
念
講
堂
（
楠
元
キ
ャ
ン
パ
ス
）

　
　

講　

師　

愛
知
学
院
大
学
歯
学
部
保
存
修
復
学
講
座　
　

辻
本　

暁
正　

教
授

　
　

演　

題　
「
現
代
の
審
美
意
識
に
対
応
し
た
ト
ー
タ
ル
口
腔
ケ
ア
」　　

　

学
生
と
の
懇
談
会
（
昼
食
）
※
１　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

日　

時　

令
和
八
年
六
月
二
十
六
日
（
金
）
正
午
よ
り
（
受
付　

午
前
十
一
時
半
よ
り
）

　
　

会　

場　

愛
知
学
院
大
学
歯
学
部
基
礎
教
育
研
究
棟
一
階　

談
話
室
（
楠
元
キ
ャ
ン
パ
ス
）

　

※
１　

�「
学
生
と
の
懇
談
会
」
に
ご
出
席
い
た
だ
け
る
場
合
は
、
昼
食
等
の
準
備
の
都
合
上
、
誠
に
恐
縮
で
す
が
、
ハ
ガ
キ
に
懇
談
会
出
席
と
明
記
し
、
住
所
、
氏
名
、

出
席
人
数
を
、
会
員
の
方
は
会
員
番
号
を
ご
記
入
の
上
、
六
月
三
日
（
水
）
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。
折
り
返
し
、
懇
談
会
参
加
票
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

　
《
送
付
先
》　

〒
四
六
四

－

八
六
五
〇　

名
古
屋
市
千
種
区
楠
元
町
一
―
一
〇
〇　

愛
知
学
院
大
学
歯
学
部
事
務
室　

不
老
会
係
宛
に
、
お
送
り
く
だ
さ
い
。

解
剖
慰
霊
祭
及
び
返
骨
式　
※
２

　
　

日　

時　

令
和
八
年
六
月
二
十
六
日
（
金
）
午
後
一
時
半
よ
り
（
受
付　

十
二
時
半
よ
り
）

　
　

会　

場　

一
一
〇
周
年
記
念
講
堂
（
楠
元
キ
ャ
ン
パ
ス
）

　

※
２　

本
年
度
ご
返
骨
対
象
の
ご
遺
族
様
に
は
、
別
途
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　

 《
楠
元
キ
ャ
ン
パ
ス　

所
在
地
》　

〒
四
六
四

－

八
六
五
〇　

�

名
古
屋
市
千
種
区
楠
元
町
一
―
一
〇
〇　

電
話　

〇
五
二
―
七
五
一
―
二
五
六
一
（
代
）�

（
地
下
鉄
東
山
線
・
名
城
線　

本
山
駅
下
車　

一
番
出
口
よ
り
徒
歩
十
分
）

　

 （
公
益
財
団
法
人
）
不
老
会　

会
員
各
位			




�

愛
知
学
院
大
学
長　
　
　
　
　
　
　

木
村　

文
輝�

不
老
会
愛
知
学
院
大
学
部
会
長	
　

田
川　

悦
子

◎
本
案
内
を
も
っ
て
通
知
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

私どもは希望に生きるために献体・献眼する。 ― 4 ―
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令和 8 年度事業計画書（抜粋）
� （抜粋のため数字の欠落があります。）

� （令和 8年 4月 1日～令和 9年 3月31日）

1 　活動指針

不老会は、この医学・歯学の学習・研究に文字どおり身を持って貢献したいと心から願い、

自らの遺体を提供することにより、医学・歯学の進展に寄与することを目的とする団体です。

不老会活動の理念や究極の目的を達成するため、令和 8年度においても、献体者に対する

顕彰事業の実施や会報誌による会員等への情報伝達を始め集会等の開催を計画しており、こ

れに加えて一般県民に対する普及活動の促進についても、積極的に実施して参ることにして

おります。

2 　会員等の現状

⑴　会員数の現状（令和 8年 1月 1日現在）は、次のとおりです。

①　総登録会員数	 25,813 名（対前年比 301名増）

②　昨年入会者数	 301 名（対前年比　11名増）

③　生存会員数	 5,809 名（対前年比　36名減）

④　総成願者数	 12,139 名（対前年比 241名増）

⑤　昨年成願者数	 241 名（対前年比　36名減）

⑥　総不献体者数	 7,865 名（対前年比　96名増）

⑦　昨年不献体者数	 96 名（対前年比　 5名減）

⑧　総献眼者数	 4,223 名（対前年比　74名増）

⑨　昨年献眼者数	 74 名（対前年比　 4名減）

　（注）上記の①、④、⑥及び⑧には、三重大学登録者分が含まれています。

　〈表 1〉年齢別・男女別会員数（令和 8年 1月 1日現在）
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　〈表 2〉 5大学別の生存会員数及び成願者数（令和 8年 1月 1日現在）
生存会員数 昨年成願者数 総成願者数

名 古 屋 大 学 9 6 6 4 5 2 , 5 7 7
名古屋市立大学 1 , 2 7 0 6 2 2 , 4 4 0
愛知学院大学 8 5 3 4 2 2 , 1 6 0
藤田医科大学 1 , 4 2 4 5 3 2 , 7 8 0
愛知医科大学 1 , 2 9 6 3 9 1 , 8 9 5
（三重大学） ― ― 2 8 7

計 5 , 8 0 9 2 4 1 1 2 , 1 3 9

4 　不老会の組織及び委員会等の主な業務分担は、次のとおりとする。

　※　会員の中で、会の運営業務にご協力いただける方は委員として加わっていただきます。

公 

益 

財 

団 

法 

人

　
　不

　老

　会

評議員会　１４名

監事　２名

総務委員会　委員長１　副委員長１　委員若干名

・顕彰式並びに御名札納め式に関すること。
・新年初顔合わせ会に関すること。
・不老会のホームページに関すること。
・ウォーキング同好会に関すること。

組織委員会　委員長１　副委員長１　委員若干名

・不老会及び各地区の活動に関すること。
・地区代表者会議の開催に関すること。

広報委員会　委員長１　副委員長１　委員若干名

・会報誌（不老）の発行に関すること。
・不老会のＰＲに関すること。

大学委員会　委員長１　副委員長４　委員若干名

・５大学との連携に関すること。
・５大学連絡協議会の開催に関すること。

献体の塔環境整備特別委員会　委員長 1　委員 7

・献体の塔の環境整備に関すること。

※　常務理事会直轄事項
　　・献体の塔に関すること。（清掃・施設整備・その他）
　　・新規会員の入会登録審査に関すること。
　　・財政基盤の強化に関すること。
　　・情報公開及び個人情報の保護に関すること。
　　・愛知県アイバンク協会に関すること。
　　・各委員会の所管に属さないこと。

理 
事 

長
　
１
名

副
理
事
長
　
２
名

理 

事 

会
　
14
名

常
務
理
事
会
　
６
名

（
意
思
決
定
組
織
）

事務局 事務長（嘱託）・事務職員・必要に応じて臨時職員

【委員会組織】
【議決組織】

【執行組織】
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5 　評議員会及び理事会並びに常務理事会
⑴　評議員会は、全ての評議員をもって構成し、不老会の議決機関とする。
　�　評議員会は、不老会の基本的な業務執行体制（理事・監事等の選任・解任）や業務運営
の基本ルール（定款の変更等）を決定するとともに、計算書類の承認等を通じて、不老会
の運営が法令や定款に基づき適正に行われているかを監視する。
　　なお、会議として定時評議員会（年 1回）及び臨時評議員会を開催する。
⑵　理事会は、全ての理事をもって構成し、不老会の業務執行機関とする。
　�　理事会は、不老会の業務執行を決定し、理事の職務の執行を監督するとともに、理事長、
副理事長及び常務理事の選定又は解職を行う。
　　なお、会議として定時理事会（年 2回）及び臨時理事会を開催する。
⑶�　常務理事会は、理事長、副理事長及び常務理事をもって構成し、不老会の業務執行の中
心的な役割を果たす。
　�　理事会提出議案の作成や理事会決議事項の執行についての検討協議を行うとともに、次
の事項については、常務理事会の直轄事項として業務を執行する。
　　なお、会議として定例常務理事会（原則として月 1回）を開催する。

　〈常務理事会直轄事項〉
　①　献体の塔に関すること。
　　・献体の塔の清掃は、原則として毎年 3回（ 4月、 9月、12月）実施する。
　　・�献体の塔の修繕は、緊急措置を必要とする場合を除き、施工計画を作成の上、費用対

効果等を勘案し、総合的な判断のもとに実施する。
　②　新規会員の入会登録審査に関すること。
　　・入会の申込窓口は、不老会事務所とする。
　　・�同意者は、献体希望者（入会者）の意思に同意して、かつ、その意思を実行していた

だく方で、原則として 3親等以内の成人（ 2名）とする。
　　・�入会の申込みがあったときは、「入会及び登録審査会」で入会の可否を審査し、入会を

可とする者の登録先大学を決定し、入会申込者に通知する。
　③　財政基盤の強化に関すること。
　　・�不老会を、今後とも永続的に運営していくためには、財政基盤の強化が欠かせません。

このため各大学に対し、特別賛助金の増額をお願いするとともに、新たな賛助会員を
開拓することにより、運営経費の安定的確保に努めることとする。

　　・�募金箱を令和 8年 1月 1日現在で55病院に設置させていただいているが、今後も、可
能な限り継続設置していただくよう努める。

　　・関係機関、企業、団体等との連携をより強化し、協力・支援が受けられるように努める。
　④　情報公開及び個人情報の保護に関すること。
　　・�可能な限り不老会の情報を広く公開し、献体・献眼活動の普及と不老会への理解を深

めていただけるように努める。
　　・�個人情報保護法等関係法令に基づき、個人情報の管理の徹底を図る。
　⑤　愛知県アイバンク協会に関すること。
　　・�不老会は、「献眼への協力」を一層推進する。
　　・�愛知県アイバンク協会との連携を密にするため、必要に応じて関係者会議を開催する。
　⑥　各委員会の所管に属さないこと。
　　・�各委員会が分担する業務に属さない事項については、常務理事会が所掌する。

私どもは感謝のために献体・献眼する。― 7 ―
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6 　委員会活動
　不老会の業務運営の中核組織として、委員会を置き各々の業務を専門的に担います。

　〈総務委員会〉
　⑴　顕彰式並びに御名札納め式に関すること。
　　�　前年度に献体（成願）された方々のご名札を「献体の塔（玄室）」にお納めし、そのご
遺族及び 5大学等の関係機関をお招きして顕彰式を開催する。

　　　今年度は、 5月 8日（金）に平和公園の「献体の塔」前広場にて実施する。
　⑵　新年初顔合わせ会に関すること。
　　�　新年の初顔合わせ会を熱田神宮で行い、その年の不老会の更なる発展と会員の健康を
祈願する。

　　　令和 9年 1月下旬予定（参会者：来賓、役員、地区代表者等）
　⑶　不老会のホームページに関すること。
　　�　インターネットのホームページの内容を充実させ、不老会をＰＲするとともに、献体
活動の意義についての理解を広く知らしめる。

　⑷　ウォーキング同好会に関すること。
　　�　不老会のルーツを偲び、ゆかりの地を訪ねることを目的に発足した同好会であるが、
そのウォーキング参加者からは、好評であったことに加え、改善提案や今後の継続への
期待が寄せられていることから、引き続き、その要望にできる限り沿えるよう計画し実
施することとします。

　　　なお、実施する際は、会報誌「不老」にその都度掲載して行います。
　⑸　常務理事会への提案に関すること。
　　�　不老会の組織及び業務運営に関して、提案すべきと認められるものがある場合には、
当該事案を常務理事会に提案する。

　〈組織委員会〉
　⑴　不老会及び各地区の活動に関すること。
　　①　不老会の集いを開催する。
　　　�　この事業は、別途組織される「不老会の集い実行委員会」が中心となって開催され

るが、組織委員会としても、全面的に活動を集約してこれに対応する。
　　　「令和 8年度 不老会の集い」
　　　　　　期日　令和 8年10月 5 日（月）
　　　　　　場所　岡谷鋼機名古屋公会堂　大ホール
　　②�　地域組織の活動を活発にするため、47地区において、それぞれの地区の特性を活か

した会員集会や懇談会等の開催を喚起し支援する。
　　　�　なお、地区の諸事情により活動が停滞若しくは休止している地域については、地区

の再編（隣接地区との合併や編入など）を含め、今後の地区の在り方等について検討
していくこととする。

　　　　また、必要に応じて関係役員会等を開催し、新役員の発掘に努める。
　⑵　地区代表者会議の開催に関すること。
　　�　不老会の諸活動を地区の代表者により一層理解していただき、地区活動の円滑な推進
が図られることを願い、原則として毎年 1回以上開催する。

　〈広報委員会〉
　⑴　会報誌「不老」の発行に関すること。
　　　年間 4回（春季号・夏季号・秋季号・新春号）発行し、会員等関係者に送付する。

私どもは不老長寿を得るために献体・献眼する。 ― 8 ―
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　⑵　不老会のＰＲに関すること。
　　�　不老会の活動を、会員家族や一般住民によりよく理解してもらうため、必要に応じて
啓発ポスターやパンフレット等を作成し、ＰＲに努める。

　〈大学委員会〉
　⑴　 5大学との連携に関すること。
　　①�　各大学が登録不老会員との関係を強化するため、献体の主旨の普及を目的として会

員及びその家族らを対象に行う ｢不老会員の集い（各大学：年 1回開催）｣に　対して、
不老会の各大学部会員が中心となって協力支援する。

　　②　各大学との連携を密にするため、必要に応じて実務担当者会議を開催する。
　⑵　 5大学連絡協議会の開催に関すること。
　　�　不老会として、 5大学における献体に関する共通課題の検討や諸事案を、より一層理
解し、情報共有することにより、今後の不老会の献体活動に反映させるため、大学関係
者に参加していただき、「 5大学連絡協議会」を開催 （原則として年 2回）する。

　〈献体の塔環境整備特別委員会〉
　⑴　献体の塔の環境整備に関すること。
　　�　献体の塔は、昭和60年の建立から40年近くなり、経年劣化による設備の不具合等が多
く認められることから、これらの諸課題に全体的な対応が求められています。

　　�　不老会員にとって、献体の塔はシンボル的な存在でもあり、塔のより良い環境が、将
来に亘って保たれるよう願うところであります。

　　�　従って、諸課題への対応施策を検討するため、委員会を随時に開催し、適切な整備事
業計画の策定などに努めます。

★ 献体の塔清掃計画をお知らせいたします。★

日にち 時　間 担当ブロック
令和 8年 4月28日（金） 午前10時 知多・名古屋ブロック

令和 8年 9月17日（木） 午前10時 美濃・名古屋ブロック

令和 8年12月17日（木） 午前10時 尾張・名古屋ブロック

★　集合場所…名古屋市平和公園　献体の塔前広場　（雨天中止）
　○　帽子、タオル、飲物などを用意しご参加ください。
　〇　ブロックに関係なくどなたでもご参加ください。
　○　参加者は全て勤労奉仕とします。

＜ブロックの範囲＞
　名古屋ブロック　…　名古屋市内16区
　尾　張ブロック　…　瀬戸・尾張旭、日進・愛知、豊明市、愛知西部、一宮市、
　　　　　　　　　　　西春日井・岩倉、尾北、小牧市、春日井市
　知　多ブロック　…　大府東浦、東海市、知多市、常滑市、阿久比、半田市、知多南部
　三　河ブロック　…　豊田みよし、岡崎、碧海、衣浦、西尾市、蒲郡市、奥三河、
　　　　　　　　　　　豊川市、豊橋市、田原市
　美　濃ブロック　…　東濃、岐阜、揖斐本巣、大垣、養老

私どもは希望に生きるために献体・献眼する。― 9 ―
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火
）
名
古
屋
ガ
ー
デ

ン
パ
レ
ス
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

医
・
歯
学
部
長
を
は

じ
め
担
当
教
授
の
ご
出

席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

久
野
理
事
長
の
挨
拶
の

後
、
各
大
学
の
現
状
と

今
後
の
課
題
に
つ
い
て

の
お
話
を
お
聞
き
し
、

活
発
な
意
見
交
換
が
さ

れ
ま
し
た
。

�

（
広
報
：
鈴
木
愼
吾
）

令
和
七
年
度
第
二
回
五
大
学
連
絡
協
議
会

令
和
七
年
度 

第
二
回
臨
時
評
議
員
会

令
和
七
年
度 

第
二
回
定
時
理
事
会

新
年
初
顔
合
せ
会

初 春 の 笑 顔 で …

各 大 学 の 皆 さ ま

私どもは医学・歯学の進歩のために献体・献眼する。 ― 10 ―
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令
和
七
年
十
二
月
十
八
日
（
木
）、
天
候
に
恵
ま
れ
、

三
河
ブ
ロ
ッ
ク
、
名
古
屋
ブ
ロ
ッ
ク
の
方
々
、
毎
回
ご

参
加
く
だ
さ
る
方
、
総
勢
三
十
名
の
会
員
さ
ん
が
集

ま
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
塔
の
周
り
、
広
場
、
階
段

の
落
葉
を
掃
き
、
最
後
に
田
渡
英
男
理
事
の
挨
拶
後
散

会
し
ま
し
た
。
ご
奉
仕
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
事
務
局
）

献
体
の
塔
　
清
掃
報
告

ありがとうございました

不老会成願者からの角膜の提供をうけ、
光を取り戻した方々からのお礼状をご照会します。

会 員 投 稿

M

●　「俳画」
� 大府・東浦地区　野村　悦子

皆さま、おつかれさまでした！

私どもは平和を請い願うために献体・献眼する。― 11 ―
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皆様いかがお過ごしでしょうか。
不老会のルーツを偲んで遠足に…。
今回は、愛知池（東郷調整池）へ行くことになりました。
愛知用水の中間にある愛知池は、一周約7.4㎞の周回路が整備されて
おり、ウオーキングやジョギングなど多くの人々に利用されています。
又、愛知県のボートのメッカとなっています。
今回は、半分の約４㎞をゆっくりと歩きます。そして、もっと歩きたい方は、更に（＋3.4㎞）
一周します。
皆様のご参加をお待ちしております。� 【幹事：杉山雄彦】

ウォーキングクラブのお知らせ

記

と　　き　令和8年5月23日（土）
集合場所　名鉄豊田線「米野木駅」午前10時集合
　　　　　（小雨決行予定）
お申込み　不老会事務局　電話 052-203-4580
締　　切　5月15日（金）　　　　　＜先着20名＞

私どもは感謝のために献体・献眼する。 ― 12 ―
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【重要なお願い】

会員・ご親族の皆様へ

　会員がお亡くなりになった時には、ご親族代表者から再度、　

献体を承諾していただく必要があります。

　もし、入会申込書に記入していただいた、ご親族が不幸にも

先立たれてしまい、他に承諾していただけるご親族がいらっ

しゃらない場合等は、登録大学の下記窓口に直接ご相談くだ　

さい。

　　名古屋大学　　　　052-741-2111	（代表）

	 大学の献体担当

　　名古屋市立大学　　052-853-8121	 献体担当

　　愛知学院大学　　　052-751-2561	（代表）

	 献体担当

　　藤田医科大学　　　0562-93-2600	 献体担当

　　愛知医科大学　　　0561-62-3311	（代表）

	 献体担当

※不老会にご連絡いただいてもご相談にお答えすることは

　出来ません。

私どもは不老長寿を得るために献体・献眼する。― 13 ―
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